
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号
（
災
害
被

害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
）

第
一
条
　
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶

予
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
七
十

五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る

災
害
（
以
下
「
災
害
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
自
己
（
所

得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
七
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
親
族
を
含
む
。
）

の
所
有
に
係
る
住
宅
又
は
家
財
に
つ
き
生
じ
た
損
害
金

額
（
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
を
除
く
。
以
下
第
十
四
条
第
二
項
の
場
合
を
除

き
、
同
じ
。
）
が
そ
の
住
宅
又
は
家
財
の
価
額
の
十
分

の
五
以
上
で
あ
る
者
で
、
被
害
を
受
け
た
年
分
の
法
第

二
条
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
（
以
下
「
合
計
所
得

金
額
」
と
い
う
。
）
が
千
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
対

し
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た
年
分

の
所
得
税
の
額
（
延
滞
税
、
利
子
税
、
過
少
申
告
加
算

税
、
無
申
告
加
算
税
及
び
重
加
算
税
の
額
を
除
く
。
）

を
軽
減
し
又
は
免
除
す
る
。

第
二
条
　
法
第
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
七
号
に
規
定

す
る
確
定
申
告
書
、
同
項
第
三
十
九
号
に
規
定
す
る
修

正
申
告
書
又
は
同
項
第
四
十
号
の
二
に
規
定
す
る
更
正

請
求
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
告
書
等
」
と
い

う
。
）
に
、
そ
の
旨
、
被
害
の
状
況
及
び
損
害
金
額
を

記
載
し
て
、
当
該
申
告
書
等
を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
　
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
同

項
に
規
定
す
る
第
一
期
の
納
期
限
前
に
災
害
が
あ
つ
た

場
合
に
は
所
得
税
法
第
百
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
準

じ
、
当
該
納
期
限
後
に
災
害
が
あ
つ
た
場
合
に
は
同
条

第
二
項
の
規
定
に
準
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
す
る
も
の
と
す

る
。

第
三
条
の
二
　
法
第
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す

る
者
で
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
災
害
に
よ
り
そ
の

者
（
そ
の
者
の
所
得
税
法
第
七
十
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
政
令
で
定
め
る
親
族
を
含
む
。
）
の
所
有
に
係
る

住
宅
又
は
家
財
に
つ
き
受
け
た
損
害
に
係
る
損
害
金
額

が
そ
の
住
宅
又
は
家
財
の
価
額
の
十
分
の
五
以
上
で
あ

る
も
の
（
以
下
「
被
災
給
与
所
得
者
等
」
と
い
う
。
）

が
、
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
そ
の
年
分
の
合

計
所
得
金
額
の
見
積
額
を
計
算
し
た
場
合
に
お
い
て
当

該
見
積
額
が
五
百
万
円
以
下
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
法

第
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
者

の
申
請
に
よ
つ
て
、
そ
の
者
が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日

以
後
支
払
を
受
け
る
べ
き
そ
の
年
分
の
所
得
税
法
第
二

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
（
以
下
「
給
与

等
」
と
い
う
。
）
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規

定
す
る
公
的
年
金
等
（
以
下
「
公
的
年
金
等
」
と
い

う
。
）
に
つ
き
同
法
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条

の
二
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
し
、
か
つ
、
そ
の
年

一
月
一
日
か
ら
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
ま
で
の
間
に
受

け
た
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定

に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
還
付
す

る
。被

災
給
与
所
得
者
等
が
、
六
月
三
十
日
以
前
の
日
に

お
い
て
災
害
を
受
け
、
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い

て
そ
の
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
を
計
算
し
た

場
合
に
お
い
て
当
該
見
積
額
が
五
百
万
円
を
超
え
七
百

五
十
万
円
以
下
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
法
第
三
条
第
二

項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ

つ
て
、
そ
の
者
が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
を

経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き

給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
つ
き
所
得
税
法
第
百
八
十

三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶

予
す
る
。

被
災
給
与
所
得
者
等
が
、
七
月
一
日
以
後
の
日
に
お

い
て
災
害
を
受
け
、
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て

そ
の
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
を
計
算
し
た
場

合
に
お
い
て
当
該
見
積
額
が
五
百
万
円
を
超
え
七
百
五

十
万
円
以
下
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
法
第
三
条
第
二
項

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
つ

て
、
そ
の
者
が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
以
後
支
払
を
受

け
る
べ
き
そ
の
年
分
の
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
つ

き
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
し
、
か
つ
、
そ
の
年
七
月
一

日
以
後
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
ま
で
の
間
に
受
け
た
給

与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
つ
き
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り

徴
収
さ
れ
た
税
額
に
相
当
す
る
金
額
を
還
付
す
る
。

被
災
給
与
所
得
者
等
の
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
け
る

そ
の
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
五
百
万
円
を

超
え
七
百
五
十
万
円
以
下
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者

が
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
の
申
請
を
し
た

と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
そ
の
者
が
当

該
災
害
の
あ
つ
た
日
以
後
支
払
を
受
け
る
べ
き
そ
の
年

分
の
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
つ
き
所
得
税
法
第
百

八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
徴
収

す
べ
き
税
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
所
得
税

の
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
し
、
か
つ
、
そ

の
年
一
月
一
日
か
ら
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
ま
で
の
間

に
受
け
た
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
つ
き
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
税
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
金
額
を
還
付
す
る
。

被
災
給
与
所
得
者
等
が
、
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い

て
そ
の
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
を
計
算
し
た

場
合
に
お
い
て
当
該
見
積
額
が
七
百
五
十
万
円
を
超
え

千
万
円
以
下
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
法
第
三
条
第
二
項

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
つ

て
、
そ
の
者
が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
か
ら
三
月
を
経

過
す
る
日
の
前
日
（
そ
の
日
が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日

の
属
す
る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
後
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
年
十
二
月
三
十
一
日
）
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け

る
べ
き
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
つ
き
所
得
税
法
第

百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
徴

収
を
猶
予
す
る
。

税
務
署
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
第

二
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条

又
は
第
二
百
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
す

べ
き
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
　
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
所

得
税
法
第
百
八
十
五
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
給
与

等
（
以
下
「
日
雇
給
与
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
者
を

除
く
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
、
そ
の
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
所
得
税
を

徴
収
さ
れ
る
べ
き
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
の
う
ち
最

初
に
支
払
を
受
け
る
も
の
の
支
払
を
受
け
る
日
の
前
日

ま
で
に
、
当
該
給
与
等
の
支
払
者
又
は
当
該
公
的
年
金

等
の
支
払
者
を
経
由
し
て
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
申
請
書
を
受
理
し
た
当
該
給
与
等
の
支
払
者

又
は
当
該
公
的
年
金
等
の
支
払
者
は
、
当
該
申
請
書
に

当
該
給
与
等
の
支
払
者
又
は
当
該
公
的
年
金
等
の
支
払

者
の
個
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規

定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
法
人

番
号
（
同
法
第
二
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人
番
号

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
付
記
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
、
住
所
（
所
得
税
法
の
施
行
地
に

住
所
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
居
所
。
第
三
項

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
個
人
番
号

二
　
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
五
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

三
　
被
害
の
状
況
及
び
損
害
金
額

四
　
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
見
積
も
つ
た
同
日
の

属
す
る
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額

五
　
当
該
給
与
等
の
支
払
者
又
は
当
該
公
的
年
金
等
の

支
払
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
そ
の
事
務
所
、
事
業

所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
で
そ
の
支
払
事
務

を
取
り
扱
う
も
の
の
所
在
地

前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
税
務
署
長
は
、
当
該
申
請
に
基
づ
き
、
被
害
の
状

況
、
損
害
金
額
そ
の
他
の
事
項
を
調
査
し
、
前
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

者
の
支
払
を
受
け
る
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
つ
き

所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
の
規

定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
す
べ
き
期
間
を
当
該
給
与
等
の

支
払
者
又
は
当
該
公
的
年
金
等
の
支
払
者
に
通
知
す

る
。日

雇
給
与
を
受
け
る
者
は
、
前
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
の
猶
予
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
、
そ
の
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る

所
得
税
を
徴
収
せ
ら
る
べ
き
給
与
等
の
う
ち
最
初
に
支

払
を
受
け
る
給
与
等
の
支
払
を
受
け
る
時
ま
で
に
、
納

税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
は
、
当
該
税
務
署

長
か
ら
徴
収
猶
予
を
な
す
べ
き
旨
及
び
そ
の
期
間
を
記

載
し
た
証
票
を
受
け
、
給
与
等
の
支
払
を
受
け
る
ご
と

に
こ
れ
を
給
与
等
の
支
払
者
に
提
示
す
る
も
の
と
す

る
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
個
人
番
号

二
　
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
五
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

三
　
被
害
の
状
況
及
び
損
害
金
額

四
　
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
見
積
も
つ
た
同
日
の

属
す
る
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額

被
災
給
与
所
得
者
等
に
対
し
て
給
与
等
又
は
公
的
年

金
等
の
支
払
を
す
る
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通

知
を
受
け
た
場
合
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
証
票
の
提

示
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
に
係
る
所

得
税
法
第
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
す

べ
き
期
間
若
し
く
は
当
該
証
票
に
記
載
さ
れ
た
同
条
の

規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
す
べ
き
期
間
又
は
当
該
通
知

に
係
る
同
法
第
二
百
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を

猶
予
す
べ
き
期
間
内
に
そ
の
者
に
対
し
て
支
払
を
す
る

給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
に

よ
る
徴
収
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
五
条
　
第
三
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
の

規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
税
額
の
還
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
そ
の
旨
、
被
害
の
状
況
、
損
害
金
額
及
び

災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
見
積
つ
た
そ
の
年
分
の
合

計
所
得
金
額
の
見
積
額
並
び
に
還
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
税
額
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
そ
の
還
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
税
額
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た

1



こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
、
こ
れ
を
納
税
地
の
所

轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
　
前
二
条
の
規
定
は
、
第
三
条
の
二
第
四
項
の
場

合
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
四
条
第
二
項
中
「
猶
予
す
べ
き
期
間
」
と
あ
る

の
は
「
猶
予
す
べ
き
税
額
及
び
期
間
」
と
、
同
条
第
三

項
後
段
中
「
及
び
そ
の
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に

そ
の
税
額
及
び
期
間
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
こ
れ
ら

の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
べ
き
税
額
の
二
分
の
一
に
相

当
す
る
金
額
の
所
得
税
の
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
徴
収

を
し
な
い
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
　
第
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
還
付
金
に
つ
い
て
国
税
通
則
法
（
昭
和
三

十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
還
付
加
算
金
（
以
下
還
付
加
算
金
と
い
う
。
）

を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
同

項
の
期
間
は
、
第
五
条
（
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
　
法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
で
同
項
に
規

定
す
る
災
害
に
よ
り
そ
の
者
（
そ
の
者
の
所
得
税
法
第

七
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
親
族
を

含
む
。
）
の
所
有
に
係
る
住
宅
又
は
家
財
に
つ
き
受
け

た
損
害
に
係
る
損
害
金
額
が
そ
の
住
宅
又
は
家
財
の
価

額
の
十
分
の
五
以
上
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ

つ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
報
酬
又
は
料
金
に
つ
き
所

得
税
法
第
二
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶

予
す
る
。

一
　
そ
の
者
が
、
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
そ

の
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
を
計
算
し
た
場

合
に
お
い
て
当
該
見
積
額
が
五
百
万
円
以
下
の
者
で

あ
る
と
き
は
、
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
以
後
そ
の
年

中
に
お
い
て
支
払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法
第
二
百

四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る

報
酬
又
は
料
金

二
　
そ
の
者
が
、
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
そ

の
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
を
計
算
し
た
場

合
に
お
い
て
当
該
見
積
額
が
五
百
万
円
を
超
え
七
百

五
十
万
円
以
下
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
災
害
の

あ
つ
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
（
そ
の

日
が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
年
の
十
二
月

三
十
一
日
後
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
年
十
二
月
三
十

一
日
）
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法

第
二
百
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規

定
す
る
報
酬
又
は
料
金

三
　
そ
の
者
が
、
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
そ

の
年
分
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
を
計
算
し
た
場

合
に
お
い
て
当
該
見
積
額
が
七
百
五
十
万
円
を
超
え

千
万
円
以
下
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
災
害
の
あ

つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
（
そ
の
日

が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
年
の
十
二
月
三

十
一
日
後
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
年
十
二
月
三
十
一

日
）
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法
第

二
百
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定

す
る
報
酬
又
は
料
金

第
三
条
の
二
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る

徴
収
の
猶
予
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
準
用
す

る
。第

一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
そ
の
旨
、
被
害
の
状
況
、
損
害
金
額
及
び

災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
見
積
つ
た
そ
の
年
分
の
合

計
所
得
金
額
の
見
積
額
並
び
に
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ

う
と
す
る
所
得
税
に
係
る
第
一
項
に
規
定
す
る
報
酬
又

は
料
金
（
以
下
報
酬
等
と
い
う
。
）
の
支
払
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
当
該
報
酬
等
の
支
払
の
場
所
を
記
載
し

た
申
請
書
を
、
そ
の
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る

所
得
税
を
徴
収
せ
ら
る
べ
き
報
酬
等
の
う
ち
最
初
に
支

払
を
受
け
る
報
酬
等
の
支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で

に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
申

請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
八
条
第
一
項
」
と
、
「
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
」

と
あ
る
の
は
「
同
項
に
規
定
す
る
報
酬
又
は
料
金
」

と
、
「
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
百
四
条
第
一
項
」
と
、
「
給
与
等
の
支

払
者
又
は
当
該
公
的
年
金
等
の
支
払
者
」
と
あ
る
の
は

「
報
酬
又
は
料
金
の
支
払
者
」
と
、
同
条
第
四
項
中

「
被
災
給
与
所
得
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
」
と
、
「
給
与
等
又
は
公
的

年
金
等
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

報
酬
又
は
料
金
」
と
、
「
第
百
八
十
三
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
百
四
条
第
一
項
」
と
、
「
期
間
若
し
く
は
」

と
あ
る
の
は
「
期
間
又
は
」
と
、
「
記
載
さ
れ
た
同
条
」

と
あ
る
の
は
「
記
載
さ
れ
た
同
項
」
と
、
「
期
間
又
は

当
該
通
知
に
係
る
同
法
第
二
百
三
条
の
二
の
規
定
に
よ

る
徴
収
を
猶
予
す
べ
き
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
期
間
」

と
、
「
こ
れ
ら
の
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
の
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
　
法
第
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

給
与
等
、
公
的
年
金
等
、
報
酬
又
は
料
金
は
、
給
与

等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ

の
者
が
四
以
上
の
支
払
者
か
ら
給
与
等
、
公
的
年
金
等

又
は
報
酬
等
の
支
払
を
受
け
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
選

択
す
る
三
以
下
の
支
払
者
（
そ
の
者
が
給
与
等
の
支
払

を
受
け
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
所
得
税
法
第
百
九
十
四

条
第
七
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等
申

告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
給
与
等
の
支
払
者

（
当
該
支
払
者
の
な
い
日
雇
給
与
の
支
払
を
受
け
る
者

に
つ
い
て
は
、
日
雇
給
与
の
支
払
者
）
及
び
二
以
下
の

そ
の
他
の
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
の
支
払

者
）
か
ら
支
払
を
受
け
る
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は

報
酬
等
と
す
る
。

法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
は
、

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
の
そ
の
年
に
お
け
る
同

項
に
規
定
す
る
雑
損
失
の
金
額
の
見
積
額
（
以
下
「
雑

損
失
の
金
額
の
見
積
額
」
と
い
う
。
）
又
は
当
該
雑
損

失
の
金
額
で
そ
の
年
の
翌
年
以
後
三
年
以
内
（
所
得
税

法
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場

合
に
は
、
五
年
以
内
）
の
各
年
に
お
い
て
所
得
税
法
第

七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
金
額
（
以
下
「
繰
越
雑
損
失
の
金
額
」
と
い

う
。
）
を
基
と
し
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

一
　
給
与
等
（
日
雇
給
与
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
、
公
的
年
金
等
及
び
報
酬
等
に
つ
い
て

は
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
係
る
徴
収

猶
予
の
開
始
の
日
か
ら
当
該
承
認
を
受
け
た
年
の
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
給

与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
の
収
入
金
額
の
う

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
金
額
（
そ

の
年
に
お
い
て
既
に
こ
の
号
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の

猶
予
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
猶
予
に
係
る

金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
に
達
す
る
ま
で
の
金
額

（
以
下
「
徴
収
猶
予
限
度
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、

所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
、
第
二
百
三
条
の
二
又
は

第
二
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
所

得
税
の
徴
収
を
猶
予
す
る
。

イ
　
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
雑
損
失
の
金
額
の
見
積

額
又
は
繰
越
雑
損
失
の
金
額
、
法
第
三
条
第
五
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
給
与
等
の
収
入
金
額
の

見
積
額
に
応
ず
る
給
与
所
得
控
除
額
（
所
得
税
法

第
二
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
金
額
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
並
び
に
所
得
税
法
第
七
十
九
条
第

四
項
に
規
定
す
る
障
害
者
控
除
の
額
、
同
法
第
八

十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
寡
婦
控
除
の
額
、
同
法

第
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ひ
と
り
親
控
除

の
額
、
同
法
第
八
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勤

労
学
生
控
除
の
額
、
同
法
第
八
十
三
条
第
二
項
に

規
定
す
る
配
偶
者
控
除
の
額
、
同
法
第
八
十
三
条

の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
特
別
控
除
の

額
、
同
法
第
八
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
扶
養

控
除
の
額
及
び
同
法
第
八
十
六
条
第
二
項
に
規
定

す
る
基
礎
控
除
の
額
の
見
積
額
（
以
下
「
配
偶
者

控
除
額
等
の
見
積
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額

ロ
　
公
的
年
金
等
に
つ
い
て
は
、
雑
損
失
の
金
額
の

見
積
額
又
は
繰
越
雑
損
失
の
金
額
、
法
第
三
条
第

五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
の
見
積
額
に
応
ず
る
公
的
年
金
等
控
除
額

（
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
公

的
年
金
等
控
除
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び

配
偶
者
控
除
額
等
の
見
積
額
の
合
計
額

ハ
　
報
酬
等
に
つ
い
て
は
、
雑
損
失
の
金
額
の
見
積

額
又
は
繰
越
雑
損
失
の
金
額
及
び
配
偶
者
控
除
額

等
の
見
積
額
の
合
計
額
の
百
分
の
百
五
十
（
所
得

税
法
第
二
百
四
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
診

療
報
酬
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
三
百
五
十
）
に
相

当
す
る
金
額

二
　
日
雇
給
与
に
つ
い
て
は
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
承
認
に
係
る
徴
収
猶
予
の
開
始
の
日
か
ら
当
該

承
認
を
受
け
た
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

支
払
を
受
け
る
べ
き
給
与
等
の
う
ち
、
そ
の
年
中
の

日
雇
給
与
の
収
入
金
額
の
見
積
額
か
ら
こ
れ
に
応
ず

る
給
与
所
得
控
除
額
を
控
除
し
た
金
額
を
十
二
で
除

し
て
計
算
し
た
金
額
を
も
つ
て
、
雑
損
失
の
金
額
の

見
積
額
又
は
繰
越
雑
損
失
の
金
額
及
び
配
偶
者
控
除

額
等
の
見
積
額
の
合
計
額
（
そ
の
年
に
お
い
て
既
に

こ
の
号
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
の
猶
予
に
係
る
金
額
を
控
除
し
た
金

額
）
を
除
し
て
計
算
し
た
数
の
月
数
に
相
当
す
る
期

間
（
以
下
「
徴
収
猶
予
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
支

払
を
受
け
る
べ
き
金
額
に
つ
き
、
所
得
税
法
第
百
八

十
三
条
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
の
徴
収

を
猶
予
す
る
。

前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次

の
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
　
二
以
上
の
給
与
等
の
支
払
者
か
ら
日
雇
給
与
の
支

払
を
受
け
る
者
は
、
こ
の
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
一
の
給
与
等
の
支
払
者
か
ら
日
雇
給
与
の
支

払
を
受
け
る
も
の
と
み
な
す
。

二
　
前
項
各
号
に
規
定
す
る
雑
損
失
の
金
額
の
見
積
額

又
は
収
入
金
額
の
見
積
額
若
し
く
は
配
偶
者
控
除
額

等
の
見
積
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
の
あ
つ
た
日
又
は

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
す
る
日

の
現
況
に
お
け
る
見
積
額
に
よ
る
。
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三
　
前
項
各
号
に
規
定
す
る
雑
損
失
の
金
額
の
見
積
額

又
は
繰
越
雑
損
失
の
金
額
、
給
与
所
得
控
除
額
、
公

的
年
金
等
控
除
額
及
び
配
偶
者
控
除
額
等
の
見
積
額

の
合
計
額
は
、
二
以
上
の
支
払
者
か
ら
支
払
を
受
け

る
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
に
係
る
所
得

税
に
つ
い
て
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収

の
猶
予
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
給
与
等
、

公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
の
金
額
の
範
囲
内
で
そ
の

者
が
配
分
し
た
金
額
を
限
度
と
す
る
。

四
　
前
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い

て
、
同
号
に
規
定
す
る
除
し
て
計
算
し
た
金
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て

て
計
算
し
た
金
額
を
そ
の
金
額
と
し
、
同
号
に
規
定

す
る
除
し
て
計
算
し
た
数
の
月
数
が
一
月
に
満
た
な

い
と
き
は
、
こ
れ
を
一
月
と
し
、
そ
の
月
数
に
一
月

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
て

計
算
し
た
月
数
を
そ
の
月
数
と
し
、
そ
の
月
数
が
次

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
通
知
を
す
る
日
の

翌
日
を
含
む
月
か
ら
そ
の
年
十
二
月
ま
で
の
月
数
を

超
え
る
と
き
は
、
当
該
月
数
に
相
当
す
る
月
数
を
そ

の
月
数
と
す
る
。

所
得
税
法
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用

が
あ
る
場
合
に
お
け
る
法
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
五
項
中
「
三
年
以
内
の
各
年
に
お
い

て
、
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
以
内
（
所
得
税
法
第
七
十

一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、

五
年
以
内
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
各
年

に
お
い
て
、
」
と
、
「
所
得
税
法
」
と
あ
る
の
は
「
同

法
」
と
す
る
。

第
十
条
　
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
の
猶
予

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
年
に
お
い
て
受
け
よ

う
と
す
る
徴
収
の
猶
予
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
納
税
地
の
所
轄
税
務
署

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
所
得
税
法
の
施
行
地

に
住
所
を
有
し
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
居
所
）

二
　
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
旨

三
　
雑
損
失
の
金
額
の
見
積
額
又
は
繰
越
雑
損
失
の
金

額
及
び
こ
れ
ら
の
金
額
の
計
算
の
基
礎

四
　
そ
の
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
所
得
税
を

徴
収
さ
れ
る
べ
き
給
与
等
（
日
雇
給
与
を
除
く
。
）
、

公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
の
支
払
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
そ
の
事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準

ず
る
も
の
で
そ
の
支
払
事
務
を
取
り
扱
う
も
の
の
所

在
地

五
　
徴
収
猶
予
限
度
額
又
は
徴
収
猶
予
期
間
及
び
こ
れ

ら
の
計
算
の
基
礎

六
　
二
以
上
の
支
払
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
給
与
等
、

公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
に
対
す
る
所
得
税
に
つ
い

て
徴
収
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
雑
損
失
の
金
額
の
見
積
額
又
は
繰
越
雑
損
失
の

金
額
、
給
与
所
得
控
除
額
、
公
的
年
金
等
控
除
額
及

び
配
偶
者
控
除
額
等
の
見
積
額
を
当
該
各
給
与
等
、

公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
に
配
分
し
て
計
算
し
た
当

該
各
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
に
係
る
前

号
に
規
定
す
る
事
項

七
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

税
務
署
長
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

調
査
し
、
給
与
等
、
公
的
年
金
等
若
し
く
は
報
酬
等
の

徴
収
猶
予
限
度
額
（
日
雇
給
与
に
つ
い
て
は
、
徴
収
猶

予
期
間
）
及
び
徴
収
猶
予
開
始
の
日
を
定
め
て
そ
の
申

請
を
承
認
し
、
又
は
そ
の
申
請
を
却
下
し
、
こ
れ
を
当

該
申
請
者
に
通
知
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
申
請

を
承
認
し
た
と
き
は
、
当
該
給
与
等
（
日
雇
給
与
を
除

く
。
）
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
の
支
払
者
に
併
せ
て

こ
れ
を
通
知
し
、
ま
た
、
当
該
承
認
が
日
雇
給
与
に
係

る
と
き
は
、
当
該
申
請
者
に
徴
収
を
猶
予
す
べ
き
旨
並

び
に
徴
収
猶
予
期
間
及
び
当
該
期
間
の
開
始
の
日
を
記

載
し
た
証
票
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
の
支
払
者
は
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
通
知
を
受
け
た
場
合
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
証
票
の
提
示
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
承
認
に
係
る
徴
収
猶
予
の

開
始
の
日
か
ら
そ
の
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

支
払
う
べ
き
給
与
等
、
公
的
年
金
等
若
し
く
は
報
酬
等

の
う
ち
当
該
承
認
に
係
る
徴
収
猶
予
限
度
額
に
達
す
る

ま
で
の
金
額
に
相
当
す
る
給
与
等
（
日
雇
給
与
を
除

く
。
）
、
公
的
年
金
等
若
し
く
は
報
酬
等
又
は
当
該
証
票

に
記
載
さ
れ
た
徴
収
猶
予
期
間
内
に
支
払
う
べ
き
日
雇

給
与
に
つ
き
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
、
第
二
百
三
条

の
二
又
は
第
二
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す

べ
き
所
得
税
の
徴
収
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
一
時
に
支
払
う
給
与
等
、
公
的
年
金
等

又
は
報
酬
等
の
一
部
が
徴
収
猶
予
限
度
額
を
超
え
る
こ

と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
に
対
す

る
当
該
所
得
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
徴
収
猶
予
限
度

額
に
達
す
る
ま
で
の
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬

等
の
金
額
は
、
支
払
が
な
か
つ
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

税
務
署
長
は
、
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た

場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
日
時

を
要
し
、
速
や
か
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
日
雇
給
与
に
係
る
も
の
を

除
き
、
当
該
申
請
者
の
申
出
に
よ
り
、
申
請
書
の
提
出

が
あ
つ
た
旨
を
記
載
し
た
当
該
申
請
書
の
写
し
を
当
該

申
請
者
に
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
調
査
の
結
果
、
申
請
を
却
下
し
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
当
該
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬

等
の
支
払
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

給
与
等
（
日
雇
給
与
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
の
支
払
者
に
対

し
て
前
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
写
し
の
提
出
が
あ
つ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
提
出
が
あ
つ
た
日
の
翌
日

か
ら
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
通
知
又
は
前
項
の

規
定
に
よ
る
却
下
の
通
知
が
あ
る
ま
で
の
間
に
支
払
わ

れ
る
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬
等
に
つ
い
て

は
、
そ
の
提
出
を
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
通
知

と
当
該
申
請
書
の
写
し
に
記
載
さ
れ
た
徴
収
猶
予
限
度

額
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
税
務
署
長
が
定
め
て
承
認
し

た
徴
収
猶
予
限
度
額
と
、
当
該
申
請
書
の
写
し
の
提
出

が
あ
つ
た
日
の
翌
日
を
徴
収
猶
予
の
開
始
の
日
と
み
な

し
て
、
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
十
条
の
二
　
法
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
所
得
税

法
第
百
二
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に

よ
る
申
告
書
を
提
出
す
べ
き
者
が
当
該
申
告
書
に
係
る

所
得
税
に
つ
き
国
税
通
則
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ

る
決
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
法
第
三
条
第
七
項
に

お
い
て
準
用
す
る
所
得
税
法
第
百
五
十
九
条
第
一
項
若

し
く
は
第
百
六
十
条
第
一
項
又
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財

源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
還
付
さ
れ
る
金
額
が
あ
る
場
合
に
お

け
る
所
得
税
法
第
百
二
十
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二

項
並
び
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策

を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特

別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
更
正

を
」
と
あ
る
の
は
、
「
更
正
若
し
く
は
決
定
を
」
と
す

る
。

第
十
一
条
　
相
続
税
又
は
贈
与
税
の
納
税
義
務
者
で
、
相

続
若
し
く
は
遺
贈
（
贈
与
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生

ず
る
贈
与
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

又
は
贈
与
（
贈
与
者
の
死
亡
に
よ
り
効
力
を
生
ず
る
贈

与
を
除
く
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り

取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
相
続
税
法
第
二
十
七
条
か
ら

第
二
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
期
限

後
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
次
の

各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に

対
し
て
は
、
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
被
害
の
あ
つ

た
日
以
後
に
お
い
て
納
付
す
べ
き
相
続
税
又
は
贈
与
税

（
延
滞
税
、
利
子
税
、
過
少
申
告
加
算
税
、
無
申
告
加

算
税
及
び
重
加
算
税
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
そ
の
税
額

に
そ
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
財
産
の
価

額
（
相
続
税
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
債
務
控
除
を

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
債
務
控
除
後
の
価
額
。

第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
に
被
害
を
受
け
た

部
分
の
価
額
（
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
占
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

額
に
相
当
す
る
税
額
を
免
除
す
る
。

一
　
相
続
税
又
は
贈
与
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎

と
な
つ
た
財
産
の
価
額
の
う
ち
に
被
害
を
受
け
た
部

分
の
価
額
の
占
め
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る

こ
と
。

二
　
相
続
税
又
は
贈
与
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎

と
な
つ
た
動
産
（
金
銭
及
び
有
価
証
券
を
除
く
。
）
、

不
動
産
（
土
地
及
び
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
除

く
。
）
及
び
立
木
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
「
動
産
等
」
と
い
う
。
）
の
価
額
の
う
ち
に
当
該

動
産
等
に
つ
い
て
被
害
を
受
け
た
部
分
の
価
額
の
占

め
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

法
第
四
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
旨
、
被
害
の
状
況
及
び
被
害
を
受
け
た
部
分

の
価
額
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か

ら
二
月
以
内
に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
　
相
続
税
の
納
税
義
務
者
で
、
相
続
又
は
遺
贈

に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
相
続
税
法
第
二
十
七

条
又
は
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
期

限
前
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
次

の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

の
納
付
す
べ
き
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
由

に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
価
額
は
、
法
第
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
た
部
分
の
価
額
を
控
除

し
て
、
こ
れ
を
計
算
す
る
。

一
　
相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き

財
産
の
価
額
（
相
続
税
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る

債
務
控
除
を
す
べ
き
金
額
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
債
務
控
除
後
の
価
額
）
の
う
ち
に
被
害
を

受
け
た
部
分
の
価
額
の
占
め
る
割
合
が
十
分
の
一
以

上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
相
続
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き

動
産
等
の
価
額
の
う
ち
に
当
該
動
産
等
に
つ
い
て
被

害
を
受
け
た
部
分
の
価
額
の
占
め
る
割
合
が
十
分
の

一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

前
項
の
規
定
は
、
贈
与
税
の
納
税
義
務
者
で
、
贈
与

に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
つ
い
て
相
続
税
法
第
二
十
八
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条
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
期
限
前
に
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る

要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
の
納
付
す
べ
き
贈

与
税
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

一
　
贈
与
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き

財
産
の
価
額
の
う
ち
に
被
害
を
受
け
た
部
分
の
価
額

の
占
め
る
割
合
が
十
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二
　
贈
与
税
の
課
税
価
格
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
べ
き

動
産
等
の
価
額
の
う
ち
に
当
該
動
産
等
に
つ
い
て
被

害
を
受
け
た
部
分
の
価
額
の
占
め
る
割
合
が
十
分
の

一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

法
第
六
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
相
続
税
法
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
の

規
定
に
よ
る
申
告
書
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
を
提
出
し
な

か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
が
こ
れ
ら
の
申
告
書
の
提
出
期
限
後
に
提
出
し

た
申
告
書
を
含
む
。
）
に
、
そ
の
旨
、
被
害
の
状
況
及

び
被
害
を
受
け
た
部
分
の
価
額
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
三
条
　
法
第
七
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
災
害
の
あ
つ
た
日
以
後
に
お
い
て
納
付
す
べ
き
酒

税
、
た
ば
こ
税
、
揮
発
油
税
、
地
方
揮
発
油
税
、
石
油

ガ
ス
税
又
は
石
油
石
炭
税
（
以
下
「
酒
税
等
」
と
総
称

す
る
。
）
の
税
額
か
ら
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
災

酒
類
等
（
以
下
「
被
災
酒
類
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
課
さ
れ
た
酒
税
等
の
税
額
（
延
滞
税
、
過
少
申
告
加

算
税
、
無
申
告
加
算
税
及
び
重
加
算
税
の
額
を
除
く
。

以
下
第
十
六
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
相
当
す
る

金
額
の
控
除
又
は
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
当
該
被
災

酒
類
等
に
係
る
酒
税
等
の
納
税
義
務
者
（
次
項
の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
は
、
税
目
の
異
な
る

ご
と
に
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
四
月
を
経
過
し
た
日

の
前
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
に
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
申
告

書
に
、
当
該
控
除
又
は
還
付
を
受
け
る
べ
き
金
額
の
計

算
に
関
す
る
明
細
書
及
び
当
該
被
災
酒
類
等
が
災
害
に

よ
り
亡
失
し
、
滅
失
し
、
又
は
そ
の
本
来
の
用
途
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
つ
た
事
実
に
つ
い
て

の
確
認
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
被
災
酒
類
等
が
酒
税
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第

六
号
）
に
規
定
す
る
酒
類
の
製
造
場
、
た
ば
こ
税
法

（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
）
に
規
定
す
る

製
造
た
ば
こ
の
製
造
場
、
揮
発
油
税
法
（
昭
和
三
十

二
年
法
律
第
五
十
五
号
）
に
規
定
す
る
揮
発
油
の
製

造
場
、
石
油
ガ
ス
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
五

十
六
号
）
に
規
定
す
る
石
油
ガ
ス
の
充
て
ん
場
又
は

石
油
石
炭
税
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
五

号
）
に
規
定
す
る
原
油
、
ガ
ス
状
炭
化
水
素
若
し
く

は
石
炭
の
採
取
場
か
ら
移
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場

合
　
そ
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
月
分
の
酒
税
法

第
三
十
条
の
二
第
一
項
、
た
ば
こ
税
法
第
十
七
条
第

一
項
、
揮
発
油
税
法
第
十
条
第
一
項
、
地
方
揮
発
油

税
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）
第
七
条
第
一

項
、
石
油
ガ
ス
税
法
第
十
六
条
第
一
項
又
は
石
油
石

炭
税
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

（
当
該
申
告
書
の
提
出
期
限
内
に
提
出
す
る
も
の
に

限
る
。
）

二
　
被
災
酒
類
等
が
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
場
合
　
そ
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
酒

税
法
第
三
十
条
の
三
第
一
項
、
た
ば
こ
税
法
第
十
八

条
第
一
項
、
揮
発
油
税
法
第
十
一
条
第
一
項
、
地
方

揮
発
油
税
法
第
七
条
第
一
項
、
石
油
ガ
ス
税
法
第
十

七
条
第
一
項
又
は
石
油
石
炭
税
法
第
十
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

（
当
該
申
告
書
を
提
出
す
べ
き
期
限
内
に
提
出
す
る

も
の
に
限
る
。
）

前
項
に
規
定
す
る
納
税
義
務
者
（
保
税
地
域
か
ら
の

引
取
り
に
係
る
納
税
義
務
者
を
除
く
。
）
は
、
同
項
に

規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
月
（
災
害
の
や

ん
だ
日
か
ら
四
月
を
経
過
し
た
日
の
前
日
の
属
す
る
月

以
前
の
各
月
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
法
第
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
控
除
を
受
け
る
金
額
に
相
当
す
る
金

額
の
還
付
を
受
け
る
た
め
当
該
還
付
を
受
け
る
金
額
そ

の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
前
項
の
明
細
書
及

び
確
認
書
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
納
税
地
の
所
轄
税
務

署
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
又
は
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
被
災
酒
類
等
が
保
税
地
域
か
ら
引
き
取

ら
れ
た
も
の
（
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
も
の

を
除
く
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
被
災
酒
類
等
に
係

る
酒
税
等
の
納
税
義
務
者
は
、
そ
の
控
除
又
は
還
付
を

受
け
る
金
額
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
第

一
項
の
明
細
書
及
び
確
認
書
を
添
付
し
て
、
災
害
の
や

ん
だ
日
か
ら
四
月
を
経
過
し
た
日
の
前
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
に
、
こ
れ
を
納
税
地
の
所
轄
税
関
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
被
災
酒
類
等
が
亡
失

し
、
滅
失
し
、
又
は
そ
の
本
来
の
用
途
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
に
な
つ
た
時
に
当
該
被
災
酒
類
等
を

所
持
し
て
い
た
製
造
者
又
は
販
売
業
者
が
当
該
被
災
酒

類
等
に
係
る
酒
税
等
の
納
税
義
務
者
以
外
の
者
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
製
造
者
又
は
販
売
業
者
が
当
該
納
税
義

務
者
の
負
担
に
よ
り
当
該
被
災
酒
類
等
に
つ
い
て
損
失

の
補
償
を
受
け
た
事
実
を
証
す
る
書
類
を
併
せ
て
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
　
前
条
第
一
項
の
確
認
書
は
、
被
災
酒
類
等
が

亡
失
し
、
滅
失
し
、
又
は
そ
の
本
来
の
用
途
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
つ
た
時
に
当
該
被
災
酒
類

等
を
所
持
し
て
い
た
製
造
者
又
は
販
売
業
者
の
申
請
に

よ
り
、
被
災
酒
類
等
が
亡
失
し
、
滅
失
し
、
又
は
そ
の

本
来
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
つ

た
場
所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
が
こ
れ
を
交
付
す

る
も
の
と
す
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
確
認
書
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
被
災
酒
類
等
に
係
る
酒
税
等
の
税
目
及
び

納
税
義
務
者
並
び
に
被
災
酒
類
等
の
仕
入
先
の
異
な
る

ご
と
に
、
被
災
酒
類
等
の
品
名
、
数
量
及
び
税
額
並
び

に
被
害
の
状
況
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載

し
た
書
類
（
そ
の
者
が
被
災
酒
類
等
そ
の
他
の
物
件
に

つ
い
て
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
損
失
を
補
て

ん
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
損
害
金
額
及
び
物
件
の
異
な

る
ご
と
の
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
の
金
額
を
併
せ
て

記
載
し
た
書
類
）
を
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
一
月
以

内
に
、
被
災
酒
類
等
が
亡
失
し
、
滅
失
し
、
又
は
そ
の

本
来
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
つ

た
場
所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
　
被
災
酒
類
等
を
所
持
し
て
い
た
製
造
者
又
は

販
売
業
者
が
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
損
失
を

補
て
ん
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
法
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
被
災
酒
類
等
に
つ
い
て
課
さ
れ
た
酒
税
等

の
税
額
に
相
当
す
る
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
は
、

次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
と

す
る
。

一
　
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
が
一
の
税
目
に
係
り
、

か
つ
、
一
の
納
税
義
務
者
に
係
る
被
災
酒
類
等
に
の

み
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
被
災
酒
類
等

の
価
額
中
に
占
め
る
酒
税
等
の
税
額
の
割
合
を
当
該

保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
た
金

額
に
乗
じ
て
算
出
し
た
金
額

二
　
前
号
以
外
の
場
合
に
は
、
一
の
税
目
に
係
り
、
か

つ
、
一
の
納
税
義
務
者
に
係
る
被
災
酒
類
等
の
価
額

が
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
等
に
係
る
物
件
の
価
額
の

合
計
額
中
に
占
め
る
割
合
を
当
該
保
険
金
、
損
害
賠

償
金
等
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
に
乗
じ
て
算
出

し
た
金
額
を
当
該
被
災
酒
類
等
に
の
み
係
る
保
険

金
、
損
害
賠
償
金
等
の
金
額
と
み
な
し
て
同
号
の
規

定
に
よ
り
算
出
し
た
金
額

第
十
五
条
の
二
　
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
地
域
の
指
定
は
、
国
税
通
則
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
七
年
政
令
第
百
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
地
域
の
指
定
と
す
る
。

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
酒
類

は
、
同
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ

た
酒
類
で
、
当
該
酒
類
に
係
る
酒
税
の
納
税
義
務
者
で

あ
る
酒
類
の
製
造
者
が
所
持
す
る
酒
類
又
は
同
項
に
規

定
す
る
酒
類
の
製
造
者
の
指
定
前
に
法
第
七
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
酒
類
と
す
る
。

国
税
庁
長
官
は
、
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
同

項
の
特
定
被
災
酒
類
に
係
る
酒
税
の
納
税
義
務
者
に
代

わ
る
酒
類
の
製
造
者
を
指
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨

並
び
に
当
該
指
定
し
た
酒
類
の
製
造
者
（
次
項
に
お
い

て
「
指
定
酒
類
製
造
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
そ
の
酒
類
の
製
造
場
の
所
在
地
そ
の
他
の
必
要

な
事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お

け
る
指
定
酒
類
製
造
者
に
つ
い
て
は
、
酒
類
の
製
造
場

か
ら
移
出
し
た
同
項
に
規
定
す
る
特
定
被
災
酒
類
に
係

る
酒
税
の
納
税
義
務
者
と
み
な
し
て
、
第
十
三
条
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
前
二
条
並
び
に
第
十
六
条

第
一
項
本
文
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
申
告
書
」
と
あ

る
の
は
、
「
そ
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
月
分
の
酒

税
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
号
）
第
三
十
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
当
該
申
告
書
の
提
出

期
限
内
に
提
出
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

第
十
五
条
の
三
　
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
の
廃
止
が
さ
れ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
自
動
車
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自

動
車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
手
続
が
さ

れ
た
自
動
車
と
す
る
。

一
　
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
（
法
第
九
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
た
自
動
車
の
う
ち
登
録

（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八

十
五
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
登
録
を
い
う
。
）
を

受
け
た
も
の
　
当
該
自
動
車
に
係
る
抹
消
登
録
（
同

法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
永
久
抹
消
登
録
又
は
同
法

第
十
六
条
第
一
項
の
申
請
に
基
づ
く
一
時
抹
消
登
録

を
い
う
。
）
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明
書
の

交
付
を
同
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
受
け
て
い
る

こ
と
。

二
　
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
を
受
け
た
自
動
車
の
う

ち
前
号
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
も
の
　
当
該
自
動

車
に
係
る
自
動
車
検
査
証
を
国
土
交
通
大
臣
若
し
く

は
そ
の
権
限
の
委
任
を
受
け
た
地
方
運
輸
局
長
、
運

4



輸
監
理
部
長
若
し
く
は
運
輸
支
局
長
又
は
道
路
運
送

車
両
法
第
五
章
の
二
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
軽

自
動
車
検
査
協
会
（
第
十
五
条
の
六
第
三
項
に
お
い

て
「
協
会
」
と
い
う
。
）
に
返
納
し
た
こ
と
に
つ
い

て
の
証
明
書
の
交
付
を
こ
れ
ら
の
者
か
ら
受
け
て
い

る
こ
と
。

三
　
車
両
番
号
の
指
定
（
法
第
九
条
第
二
項
第
三
号
に

規
定
す
る
車
両
番
号
の
指
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
受
け
た
自
動
車
　
当
該
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け

る
際
に
交
付
を
受
け
た
届
出
済
証
（
以
下
「
軽
自
動

車
届
出
済
証
」
と
い
う
。
）
を
地
方
運
輸
局
長
又
は

そ
の
権
限
の
委
任
を
受
け
た
運
輸
監
理
部
長
若
し
く

は
運
輸
支
局
長
に
返
納
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
証
明

書
の
交
付
を
こ
れ
ら
の
者
か
ら
受
け
て
い
る
こ
と
。

第
十
五
条
の
四
　
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
被

災
自
動
車
（
同
項
に
規
定
す
る
被
災
自
動
車
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
自
動
車
検
査
証
の
交

付
等
又
は
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る
際
に
納
付
さ
れ

た
自
動
車
重
量
税
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
還
付
を
受

け
よ
う
と
す
る
当
該
被
災
自
動
車
に
係
る
自
動
車
重
量

税
の
納
税
義
務
者
（
第
十
五
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て

「
被
災
自
動
車
の
納
税
義
務
者
」
と
い
う
。
）
は
、
災
害

の
や
ん
だ
日
か
ら
四
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
に
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
災

自
動
車
確
認
書
及
び
第
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す

る
自
動
車
重
量
税
納
付
税
額
証
明
書
を
添
付
し
て
、
こ

れ
を
自
動
車
重
量
税
の
納
税
地
（
自
動
車
重
量
税
法

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
六
条
第
二
項

に
規
定
す
る
自
動
車
重
量
税
の
納
税
地
を
い
う
。
）
の

所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号

又
は
法
人
番
号
（
個
人
番
号
及
び
法
人
番
号
を
有
し

な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
）

二
　
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
自
動
車
重
量
税
の
額
に

相
当
す
る
金
額

三
　
当
該
被
災
自
動
車
に
係
る
自
動
車
登
録
番
号
又
は

車
両
番
号
及
び
車
台
番
号

四
　
当
該
被
災
自
動
車
に
係
る
自
動
車
重
量
税
を
納
付

し
た
日
（
自
動
車
重
量
税
法
第
十
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
納
付
の
委
託
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
納
付
の
委
託
を
し
た
日
）

五
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
被
災
自
動
車
が
前
条
第
三

号
に
掲
げ
る
自
動
車
で
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定
す

る
証
明
書
を
併
せ
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
の
五
　
被
災
自
動
車
が
災
害
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
場
所
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
長
（
以
下
「
被
災

地
所
轄
税
務
署
長
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
被
災
自
動

車
を
保
管
し
て
い
た
自
動
車
の
販
売
業
者
又
は
自
動
車

特
定
整
備
事
業
者
（
法
第
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定

す
る
自
動
車
特
定
整
備
事
業
者
を
い
う
。
）
の
申
請
に

よ
り
、
当
該
申
請
者
が
自
動
車
の
使
用
者
の
た
め
に
自

動
車
検
査
証
の
交
付
等
又
は
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け

る
目
的
で
当
該
被
災
自
動
車
を
保
管
し
て
い
た
間
に
、

当
該
被
災
自
動
車
が
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
当
該
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
又
は
車
両
番
号

の
指
定
を
受
け
た
後
走
行
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
な
く

使
用
の
廃
止
が
さ
れ
た
事
実
の
確
認
を
し
た
場
合
に

は
、
当
該
確
認
を
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下

「
被
災
自
動
車
確
認
書
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の

と
す
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
被
災
自
動
車
確
認
書
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
一
月

以
内
に
、
被
災
自
動
車
ご
と
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
申
請
書
を
被
災
地
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号

又
は
法
人
番
号

二
　
当
該
被
災
自
動
車
の
使
用
者
の
住
所
及
び
氏
名
又

は
名
称

三
　
当
該
被
災
自
動
車
の
自
動
車
登
録
番
号
又
は
車
両

番
号
及
び
車
台
番
号

四
　
当
該
被
災
自
動
車
の
保
管
を
開
始
し
た
日
及
び
そ

の
目
的

五
　
当
該
被
災
自
動
車
が
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

日
及
び
そ
の
場
所
並
び
に
当
該
被
害
の
状
況

六
　
当
該
被
災
自
動
車
の
使
用
の
廃
止
が
さ
れ
た
日

（
当
該
被
災
自
動
車
が
第
十
五
条
の
三
第
一
号
に
掲

げ
る
自
動
車
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
の
抹
消

登
録
を
受
け
た
日
と
し
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
自

動
車
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
の
自
動
車
検
査

証
を
返
納
し
た
日
と
し
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
自

動
車
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
の
軽
自
動
車
届

出
済
証
を
返
納
し
た
日
と
す
る
。
）

七
　
当
該
被
災
自
動
車
が
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
又

は
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
た
後
使
用
の
廃
止
が
さ

れ
る
ま
で
の
間
に
走
行
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
つ
た
旨

八
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

前
項
の
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
提
出

の
際
に
、
当
該
被
災
自
動
車
に
つ
き
第
十
五
条
の
三
各

号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
規

定
す
る
証
明
書
を
被
災
地
所
轄
税
務
署
長
に
提
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
の
六
　
国
土
交
通
大
臣
等
（
自
動
車
重
量
税
法

第
十
条
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
等
を
い
う
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
被
災
自
動
車
の
納
税
義
務
者

の
申
請
に
よ
り
、
当
該
申
請
者
が
当
該
自
動
車
検
査
証

の
交
付
等
又
は
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る
際
に
納
付

し
た
当
該
被
災
自
動
車
に
係
る
自
動
車
重
量
税
の
額
に

つ
い
て
の
確
認
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
確
認
を
し
た

こ
と
を
証
す
る
書
類
（
同
項
に
お
い
て
「
自
動
車
重
量

税
納
付
税
額
証
明
書
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の

と
す
る
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
重
量
税
納
付
税
額
証
明

書
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
被
災
地
所
轄
税

務
署
長
が
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
を
し
た
日
か

ら
一
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請

書
に
被
災
自
動
車
確
認
書
の
写
し
を
添
付
し
て
、
こ
れ

を
当
該
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
又
は
車
両
番
号
の
指

定
に
係
る
国
土
交
通
大
臣
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
　
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

二
　
当
該
被
災
自
動
車
に
つ
き
納
付
し
た
自
動
車
重
量

税
の
額

三
　
当
該
被
災
自
動
車
の
自
動
車
登
録
番
号
又
は
車
両

番
号
及
び
車
台
番
号

四
　
当
該
被
災
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
法
第
七
条
第

一
項
の
区
分
及
び
当
該
被
災
自
動
車
が
次
に
掲
げ
る

自
動
車
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る

事
項

イ
　
自
動
車
重
量
税
法
第
七
条
第
二
項
第
一
号
に
規

定
す
る
乗
用
自
動
車
　
車
両
重
量

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車
（
自
動
車

重
量
税
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
小
型
自
動

車
（
二
輪
の
小
型
自
動
車
に
限
る
。
）
及
び
軽
自

動
車
を
除
く
。
）
　
車
両
総
重
量

五
　
当
該
被
災
自
動
車
に
係
る
自
動
車
重
量
税
を
納
付

し
た
日
（
自
動
車
重
量
税
法
第
十
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
納
付
の
委
託
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
納
付
の
委
託
を
し
た
日
）

六
　
当
該
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
又
は
車
両
番
号
の

指
定
を
受
け
た
日

七
　
当
該
自
動
車
検
査
証
又
は
軽
自
動
車
届
出
済
証
を

返
納
し
た
日
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
又
は
車
両
番
号
の
指
定
の

事
務
を
つ
か
さ
ど
る
官
公
署
又
は
協
会
は
、
前
項
に
規

定
す
る
書
類
を
、
そ
の
受
理
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
　
法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
金
に

付
す
べ
き
還
付
加
算
金
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
第
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
律
（
法
を
除
く
。
）
に
基
づ

く
還
付
金
に
付
す
べ
き
還
付
加
算
金
の
計
算
の
例
に
よ

る
。
た
だ
し
、
当
該
被
災
酒
類
等
が
保
税
地
域
か
ら
引

き
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
計
算
の
基

礎
と
な
る
国
税
通
則
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
期
間

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
又
は
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場

合
　
同
項
の
納
付
す
べ
き
酒
税
等
に
係
る
物
品
に
つ

き
、
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）

第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
輸
入
の
許
可
が
あ
つ
た

日
。
た
だ
し
、
同
項
の
納
付
す
べ
き
酒
税
等
が
特
例

納
税
申
告
書
（
酒
税
法
第
三
十
条
の
三
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
（
同
条
第
三
項
の
場
合
に
限
る
。
）
、

た
ば
こ
税
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告

（
同
条
第
三
項
の
場
合
に
限
る
。
）
、
揮
発
油
税
法
第

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
（
同
条
第
三
項

の
場
合
に
限
る
。
）
、
石
油
ガ
ス
税
法
第
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
申
告
（
同
条
第
三
項
の
場
合
に
限

る
。
）
又
は
石
油
石
炭
税
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
（
同
条
第
三
項
の
場
合
に
限
る
。
）

に
係
る
申
告
書
を
い
う
。
）
に
係
る
酒
税
等
で
あ
る

と
き
、
又
は
石
油
石
炭
税
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
書
に
係
る
石
油
石
炭
税
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
申
告
書
の
提
出
期
限

二
　
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場

合
　
同
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
日

被
災
酒
類
等
が
揮
発
油
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
十

三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
前
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
揮
発
油
税
及
び
地
方
揮
発
油
税
を
一
の
税

目
と
み
な
し
、
こ
れ
ら
の
税
の
税
額
の
合
算
額
を
酒
税

等
の
税
額
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
金
に
つ
い
て

還
付
加
算
金
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
計
算
の
基

礎
と
な
る
国
税
通
則
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
期
間

は
、
第
十
五
条
の
四
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
　
税
務
署
長
は
、
第
三
条
の
二
若
し
く
は
第
八

条
又
は
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
徴
収
の
猶
予
又
は
免

除
に
関
す
る
処
分
を
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
納
税
義
務

者
（
第
三
条
の
二
の
場
合
（
日
雇
給
与
に
係
る
場
合
を

除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は

報
酬
等
の
支
払
者
を
経
由
し
て
納
税
義
務
者
）
に
通
知

す
る
。附

　
則
　
抄

5



こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
二
年
七
月
二
十
二
日
か

ら
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
三
年
七
月
七
日
政
令
第
一
四

八
号
）
　
抄

第
二
十
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を

施
行
す
る
。

第
二
十
七
条
　
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
七
十
五
号
災
害

被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
第
一
条
の
改
正
規
定

は
、
昭
和
二
十
三
年
分
の
所
得
税
か
ら
、
こ
れ
を
適
用

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
二
五
年
三
月
三
一
日
政
令
第
六

八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
二
六
年
五
月
一
日
政
令
第
一
三

一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
二
条
第
二
項
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第

十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
二
十
六
年
分

以
後
の
所
得
税
、
相
続
税
及
び
富
裕
税
に
つ
い
て
適
用

し
、
昭
和
二
十
五
年
分
の
所
得
税
、
相
続
税
及
び
富
裕

税
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
れ
ぞ
れ
改
正
前
の
第
二
条
、

第
九
条
第
二
項
及
び
第
十
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
三
月
三
一
日
政
令
第
八

五
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

し
、
昭
和
二
十
七
年
分
の
所
得
税
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
七
月
一
八
日
政
令
第
一

一
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
八
月
七
日
政
令
第
一
六

七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
八
月
一
三
日
政
令
第
一

八
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
四
月
一
日
政
令
第
六
三

号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
三
月
三
一
日
政
令
第
四

四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
四
年
三
月
三
〇
日
政
令
第
五

六
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
四
年
一
二
月
二
六
日
政
令
第

三
八
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
国
税
徴
収
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
三

十
五
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
六
年
三
月
三
一
日
政
令
第
六

二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
七
年
四
月
二
日
政
令
第
一
三

六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
国
税
通
則
法
の
施
行
等
に
伴
う

関
係
法
令
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
三
条
　
国
税
通
則
法
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
納
付

し
、
又
は
徴
収
す
べ
き
利
子
税
額
及
び
延
滞
加
算
税
額

は
、
消
費
税
（
同
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
消
費

税
を
い
う
。
）
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
政
令

を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
延
滞
税
と

み
な
す
。

第
四
条
　
国
税
通
則
法
第
七
十
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定

は
、
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
に
法
定
申
告

期
限
（
同
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
法
定
申
告
期

限
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
到
来
す
る
も
の
に
つ
い

て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
法
定
申
告
期
限
が
到
来
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
六

九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
七

二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
三
月
三
一
日
政
令
第
九

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
規
定
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
被
害
者

に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
以
下
「
災
害
減
免
政
令
」
と

い
う
。
）
の
規
定
（
所
得
税
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）

は
、
所
得
税
法
附
則
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
所
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
旧
所
得
税
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

２
　
災
害
減
免
政
令
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
の
や
ん
だ
日
か

ら
四
月
を
経
過
し
た
日
の
前
日
が
こ
の
政
令
の
施
行
の

日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
到
来
す
る

場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
四
月
を
経
過
し
た
日
の

前
日
が
施
行
日
前
に
到
来
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
一
月
二
四
日
政
令
第
五

号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
一
年
三
月
三
一
日
政
令
第
八

四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
四
月
一
三
日
政
令
第
一

一
六
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴

収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
以

下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
及
び
第
八
条
の

規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」

と
い
う
。
）
以
後
の
新
令
第
一
条
に
規
定
す
る
災
害

（
以
下
「
災
害
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
七
月
一
日
政
令
第
二
二

八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
関
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
三
十
六
号
）
附
則
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
五
月
三
一
日
政
令
第
一

〇
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
四
月
二
〇
日
政
令
第
九

五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
六
月
一
九
日
政
令
第
二

二
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
四
月
二
六
日
政
令
第
一

一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
物
品
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日

（
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
三
月
三
〇
日
政
令
第
七

六
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
改

正
後
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶

予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
以
下

「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
及
び
第
八
条
の
規
定

は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い

う
。
）
以
後
の
新
令
第
一
条
に
規
定
す
る
災
害
（
以
下

「
災
害
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
に
つ
い

て
適
用
し
、
同
日
前
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
改
正
前
の

災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
以
下
「
旧
令
」

と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第
四
項
又
は
第
五

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
被
災
給
与
所
得
者
（
以
下
「
被
災
給
与
所
得
者
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
り
、

施
行
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払

を
受
け
る
べ
き
新
令
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

給
与
等
（
以
下
「
給
与
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
所
得

税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
百
八
十
三

条
の
規
定
に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
三
条
の
二
第
二

項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た

も
の
を
除
く
。
）
を
猶
予
し
、
か
つ
、
同
年
一
月
一
日

か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
た
給
与

等
に
係
る
同
法
第
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ

れ
た
税
額
（
既
に
旧
令
第
三
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
還
付
さ
れ
た
税
額
を
除
く
。
）
に
相
当
す
る
金
額

を
還
付
す
る
。

４
　
昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
旧
令
第
八

条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け

て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の

申
請
に
よ
り
、
施
行
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
新
令
第
八
条
第
三
項
に

6



規
定
す
る
報
酬
等
（
以
下
「
報
酬
等
」
と
い
う
。
）
に

係
る
所
得
税
法
第
二
百
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六

号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
猶

予
す
る
。

５
　
昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
に

掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ

り
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
給
与
等
又
は
報
酬
等
に
係
る

所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
四
条
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
す

る
。

一
　
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
計
算
し
た
昭
和

四
十
九
年
分
の
旧
令
第
一
条
に
規
定
す
る
合
計
所
得

金
額
の
見
積
額
（
以
下
「
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額

の
見
積
額
」
と
い
う
。
）
が
二
百
万
円
を
超
え
三
百

万
円
以
下
で
あ
る
被
災
給
与
所
得
者
　
施
行
日
か
ら

六
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受

け
る
べ
き
給
与
等

二
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
三
百
万
円

を
超
え
四
百
万
円
以
下
で
あ
る
被
災
給
与
所
得
者
　

施
行
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間

に
支
払
を
受
け
る
べ
き
給
与
等

三
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
二
百
万
円

を
超
え
三
百
万
円
以
下
で
あ
る
報
酬
等
の
支
払
を
受

け
る
者
　
施
行
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
報
酬
等

四
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
三
百
万
円

を
超
え
四
百
万
円
以
下
で
あ
る
報
酬
等
の
支
払
を
受

け
る
者
　
施
行
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
報
酬
等

６
　
新
令
第
四
条
の
規
定
は
附
則
第
三
項
又
は
前
項
第
一

号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
に
つ

い
て
、
新
令
第
五
条
及
び
第
七
条
第
一
項
の
規
定
は
附

則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
に
つ
い
て
、
新
令
第
三

条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
令
第
一
条
第
二

項
第
二
号
及
び
第
三
条
第
二
項
第
一
号
並
び
に
新
令
第

七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
令
第
三
条
第
二
項

第
二
号
の
規
定
は
こ
れ
ら
の
徴
収
の
猶
予
又
は
還
付
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

７
　
新
令
第
八
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
新
令
第
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
新

令
第
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
令
第
一
条
第

二
項
第
二
号
及
び
第
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
附
則
第

四
項
又
は
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
規
定
に

よ
る
徴
収
の
猶
予
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
四
月
一
日
政
令
第
六
四

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
四
月
一
八
日
政
令
第
一

三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
三

年
四
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
三
一
日
政
令
第
七

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
被
害
者
に

対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
関
す
る
政
令
第
九
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定

は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
す
る
同
項
に
規

定
す
る
徴
収
の
猶
予
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
し

た
当
該
徴
収
の
猶
予
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
八
年
三
月
三
一
日
政
令
第
五

八
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
五

八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
の
原
則
）

第
二
条
　
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除

き
、
改
正
後
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、

徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令

（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
及
び
第
八
条

の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
以
後
の
新
令
第
一
条
に
規
定
す
る
災

害
（
以
下
「
災
害
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
施
行
日
前
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
給
与
所
得

者
等
に
係
る
還
付
及
び
徴
収
猶
予
の
特
例
）

第
三
条
　
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
改
正

前
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
以
下
「
旧

令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
第
二
項
又
は
第
四
項
の

規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

被
災
給
与
所
得
者
（
以
下
「
被
災
給
与
所
得
者
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
り
、
施
行

日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受

け
る
べ
き
新
令
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与

等
（
以
下
「
給
与
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
所
得
税
法

（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
百
八
十
三
条
の

規
定
に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
三
条
の
二
第
二
項
又

は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）

を
猶
予
し
、
か
つ
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前

日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
た
給
与
等
に
係
る
同
法
第

百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
税
額
（
既
に

旧
令
第
三
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
還
付
さ
れ
た

税
額
を
除
く
。
）
に
相
当
す
る
金
額
を
還
付
す
る
。

２
　
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
旧
令
第
三

条
の
二
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
被
災
給

与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
り
、
そ

の
者
が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る

日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
給
与
等
に

係
る
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
徴
収

（
既
に
旧
令
第
三
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
猶
予

さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
猶
予
す
る
。

３
　
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
旧
令
第
八

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
同
項

に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ

り
、
施
行
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

支
払
を
受
け
る
べ
き
新
令
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る

報
酬
等
（
以
下
「
報
酬
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
所
得

税
法
第
二
百
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の

規
定
に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
猶
予
す
る
。

４
　
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
旧
令
第
八

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
同
項

に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ

り
、
そ
の
者
が
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
か
ら
六
月
を
経

過
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
報
酬
に

係
る
所
得
税
法
第
二
百
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六

号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
猶

予
す
る
。

５
　
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
に

掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ

り
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
給
与
等
又
は
報
酬
等
に
係
る

所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
四
条
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶
予
す

る
。

一
　
当
該
災
害
の
あ
つ
た
日
に
お
い
て
計
算
し
た
昭
和

五
十
九
年
分
の
旧
令
第
一
条
に
規
定
す
る
合
計
所
得

金
額
の
見
積
額
（
以
下
「
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額

の
見
積
額
」
と
い
う
。
）
が
四
百
万
円
を
超
え
四
百

五
十
万
円
以
下
で
あ
る
被
災
給
与
所
得
者
　
施
行
日

か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
払

を
受
け
る
べ
き
給
与
等

二
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
四
百
五
十

万
円
を
超
え
六
百
万
円
以
下
で
あ
る
被
災
給
与
所
得

者
　
施
行
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
給
与
等

三
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
四
百
万
円

を
超
え
四
百
五
十
万
円
以
下
で
あ
る
報
酬
等
の
支
払

を
受
け
る
者
　
施
行
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
報
酬
等

四
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
四
百
五
十

万
円
を
超
え
六
百
万
円
以
下
で
あ
る
報
酬
等
の
支
払

を
受
け
る
者
　
施
行
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
報
酬
等

６
　
新
令
第
四
条
の
規
定
は
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又

は
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
徴
収

の
猶
予
に
つ
い
て
、
新
令
第
五
条
及
び
第
七
条
第
一
項

の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
に
つ
い
て
、
新

令
第
三
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
令
第
一

条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
条
第
二
項
第
一
号
並
び
に

新
令
第
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
令
第
三
条

第
二
項
第
二
号
の
規
定
は
こ
れ
ら
の
徴
収
の
猶
予
又
は

還
付
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

７
　
新
令
第
八
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
新
令
第
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
新

令
第
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
令
第
一
条
第

二
項
第
二
号
及
び
第
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
三
項

若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
五
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四

号
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
四
月
一
三
日
政
令
第
一

〇
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
二
条
、
第
四
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
及
び
第

二
十
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
か
ら
第
九
条

ま
で
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
九
年
九
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
六
日
政
令
第
一
七

六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
行
政
庁
が
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規

定
に
よ
り
し
た
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
又
は
契
約

そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
」
と
い
う
。
）
は
、

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
が
し
た
処

分
等
と
み
な
し
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
同
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申
請
、
届
出
そ
の
他

の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表
の

下
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申

請
等
と
み
な
す
。

北
海
海
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋

田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は

申
請
等
に
係
る
場
合
を
除
く
。
）

東
北
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋

田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は

申
請
等
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）
及

び
新
潟
海
運
監
理
部
長

新
潟
運
輸
局
長

関
東
海
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

東
海
海
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

近
畿
海
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

中
国
海
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

四
国
海
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

九
州
海
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

神
戸
海
運
局
長

神
戸
海
運
監
理
部
長

札
幌
陸
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

仙
台
陸
運
局
長

東
北
運
輸
局
長

新
潟
陸
運
局
長

新
潟
運
輸
局
長

東
京
陸
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

名
古
屋
陸
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

大
阪
陸
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

広
島
陸
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

高
松
陸
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

福
岡
陸
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
月
二
五
日
政
令
第
五

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
一
〇
月
二
七
日
政
令
第

三
五
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
三
〇
日
政
令
第

三
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
法
附
則
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
法
附
則
第
三
十
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の

減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
七
条
（
酒
税
等
の
控
除
又
は

還
付
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減

免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政

令
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
第
十
六
条
第
一

項
（
酒
税
等
の
控
除
又
は
還
付
等
）
の
規
定
は
、
第
三

条
の
規
定
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
法
附
則
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
法
附
則
第
二
十
条
の
規
定
に

よ
る
廃
止
前
の
砂
糖
消
費
税
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第

三
十
八
号
）
、
物
品
税
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
四

十
八
号
）
及
び
ト
ラ
ン
プ
類
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法

律
第
百
七
十
三
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
砂
糖
消
費
税
法
施
行

令
、
物
品
税
法
施
行
令
及
び
ト
ラ
ン
プ
類
税
法
施
行
令

の
規
定
は
、
同
条
の
規
定
の
施
行
後
も
、
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
一
二
月
三
〇
日
政
令
第

三
六
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
次
に
掲
げ
る
規
定
　
昭
和
六
十
四
年
四
月
一
日

イ
か
ら
チ
ま
で
　
略

リ
　
第
十
条
中
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減

免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す

る
政
令
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項

の
改
正
規
定

附
　
則
　
（
平
成
五
年
三
月
三
一
日
政
令
第
八
七

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
二
月
二
〇
日
政
令
第
二
八

号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
の
原
則
）

第
二
条
　
こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除

き
、
改
正
後
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、

徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令

（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
及
び
第
八
条

の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行

日
」
と
い
う
。
）
以
後
の
新
令
第
一
条
に
規
定
す
る
災

害
（
以
下
「
災
害
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
施
行
日
前
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
給
与
所
得

者
等
に
係
る
徴
収
猶
予
及
び
還
付
の
特
例
）

第
三
条
　
平
成
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
改
正
前
の

災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
以
下
「
旧
令
」

と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第
四
項
又
は
第
五

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
被
災
給
与
所
得
者
等
（
以
下
「
被
災
給
与
所
得
者

等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
当
該
災
害
の
あ
っ
た
日
に
お

い
て
計
算
し
た
平
成
七
年
分
の
旧
令
第
一
条
に
規
定
す

る
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
（
以
下
「
災
害
時
の
合
計

所
得
金
額
の
見
積
額
」
と
い
う
。
）
が
五
百
万
円
以
下

で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
り
、
施

行
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を

受
け
る
べ
き
新
令
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給

与
等
（
以
下
「
給
与
等
」
と
い
う
。
）
又
は
同
項
に
規

定
す
る
公
的
年
金
等
（
以
下
「
公
的
年
金
等
」
と
い

う
。
）
に
係
る
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十

三
号
）
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
の
規
定

に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
三
条
の
二
第
二
項
、
第
四

項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
除

く
。
）
を
猶
予
し
、
か
つ
、
平
成
七
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
た
給
与
等
又

は
公
的
年
金
等
に
係
る
同
法
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二

百
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
税
額
（
既
に

旧
令
第
三
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
還
付
さ
れ
た

税
額
を
除
く
。
）
に
相
当
す
る
金
額
を
還
付
す
る
。

２
　
平
成
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間

に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
旧
令
第
三
条
の

二
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
被
災
給
与
所

得
者
等
の
う
ち
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が

五
百
万
円
を
超
え
六
百
万
円
以
下
で
あ
る
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
り
、
そ
の
者
が
当
該
災
害
の

あ
っ
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間

に
支
払
を
受
け
る
べ
き
給
与
等
又
は
公
的
年
金
等
に
係

る
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
又
は
第
二
百
三
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
三
条
の
二
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
猶
予
す

る
。

３
　
平
成
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間

に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
旧
令
第
八
条
第

一
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て

い
る
同
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
災
害
時
の
合
計
所
得

金
額
の
見
積
額
が
五
百
万
円
以
下
で
あ
る
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
り
、
施
行
日
か
ら
同
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
新
令
第

八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
報
酬
等
（
以
下
「
報
酬
等
」

と
い
う
。
）
に
係
る
所
得
税
法
第
二
百
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
八
条
第
一
項
（
第
一

号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
も
の
を
除

く
。
）
を
猶
予
す
る
。

４
　
平
成
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間

に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
か
つ
、
旧
令
第
八
条
第

一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適

用
を
受
け
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
災
害
時

の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
五
百
万
円
を
超
え
六
百

万
円
以
下
で
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
申
請
に

よ
り
、
そ
の
者
が
当
該
災
害
の
あ
っ
た
日
か
ら
六
月
を

経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き

報
酬
等
に
係
る
所
得
税
法
第
二
百
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
徴
収
（
既
に
旧
令
第
八
条
第
一
項
（
第
三
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
も

の
を
除
く
。
）
を
猶
予
す
る
。

５
　
平
成
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間

に
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
申
請
に
よ
り
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
給
与
等
、
公
的
年
金
等
又
は
報
酬

等
に
係
る
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
、
第
二
百
三
条
の

二
又
は
第
二
百
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
を
猶

予
す
る
。

一
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
六
百
万
円

を
超
え
七
百
五
十
万
円
以
下
で
あ
る
被
災
給
与
所
得

者
等
　
施
行
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
給
与
等
又
は
公
的
年

金
等

二
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
七
百
五
十

万
円
を
超
え
千
万
円
以
下
で
あ
る
被
災
給
与
所
得
者

等
　
施
行
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で

8



の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
給
与
等
又
は
公
的
年

金
等

三
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
六
百
万
円

を
超
え
七
百
五
十
万
円
以
下
で
あ
る
報
酬
等
の
支
払

を
受
け
る
者
　
施
行
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
報
酬
等

四
　
災
害
時
の
合
計
所
得
金
額
の
見
積
額
が
七
百
五
十

万
円
を
超
え
千
万
円
以
下
で
あ
る
報
酬
等
の
支
払
を

受
け
る
者
　
施
行
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
の
前

日
ま
で
の
間
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
報
酬
等

６
　
新
令
第
四
条
の
規
定
は
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又

は
前
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
徴
収

の
猶
予
に
つ
い
て
、
新
令
第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定

は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

準
用
す
る
。

７
　
新
令
第
八
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
新
令
第
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定

は
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
五
項
第
三
号
若

し
く
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
七
日
政
令
第
一
〇

〇
号
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴

収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
以

下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）

以
後
に
お
い
て
納
付
す
べ
き
相
続
税
又
は
贈
与
税
に
つ

い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
お
い
て
納
付
す
べ
き
で
あ

っ
た
相
続
税
又
は
贈
与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

３
　
新
令
第
十
二
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に

提
出
期
限
が
到
来
す
る
相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で

の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
係
る
相
続
税
又
は
贈
与
税
に

つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
提
出
期
限
が
到
来
し
た

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
係
る
相
続
税
又
は
贈

与
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
〇

七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
七
月
一
二
日
政
令
第
三

七
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
三
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

（
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

２
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
被
害
者
に
対

す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
関
す
る
政
令
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規

定
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
災
害
の
や
ん
だ
日

か
ら
四
月
を
経
過
し
た
日
の
前
日
が
こ
の
政
令
の
施
行

の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
で
あ
る
場

合
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
四
月
を
経
過
し
た
日
の
前

日
が
施
行
日
前
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
七
日
政
令
第
二
〇

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

三
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
題
名
の
改
正
規
定
、
第
一
条
の
改

正
規
定
（
「
石
油
税
法
」
を
「
石
油
石
炭
税
法
」
に
改

め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、

第
三
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
十
条
か
ら
第
十
三
条

ま
で
の
改
正
規
定
、
第
十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、

第
十
六
条
の
改
正
規
定
及
び
第
二
十
条
の
改
正
規
定
並

び
に
附
則
第
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
平

成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
〇
日
政
令
第

四
九
五
号
）

こ
の
政
令
は
、
道
路
運
送
車
両
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成

十
七
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

〇
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
一
条
の
改
正
規
定
、
第
十
一
条
の
改
正
規
定
、

第
十
一
条
の
二
の
改
正
規
定
、
第
三
百
十
九
条
の
四

の
改
正
規
定
、
第
三
百
十
九
条
の
七
の
改
正
規
定
及

び
第
三
百
十
九
条
の
九
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

六
条
及
び
第
八
条
（
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の

減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す

る
政
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号
）

第
九
条
第
二
項
第
一
号
イ
の
改
正
規
定
中
「
、
同
法

第
八
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
老
年
者
控
除
の
額
」

を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
　
平
成
十
七
年
一

月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
三
月
二
八
日
政
令
第
八

二
号
）

こ
の
政
令
は
、
道
路
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
年
十
一
月
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

〇
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
政
令
第
五

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
第
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
二
百
十
八
条
第

一
項
の
改
正
規
定
、
第
二
百
十
九
条
第
一
項
の
改
正

規
定
、
第
二
百
二
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
第
三

百
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
、
第

三
百
五
十
条
の
三
第
二
項
第
三
号
の
改
正
規
定
（

「
第
二
百
二
十
四
条
の
五
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第

二
百
二
十
四
条
の
五
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
部

分
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
改
め

る
部
分
及
び
同
号
を
同
項
第
四
号
と
す
る
部
分
を
除

く
。
）
及
び
第
三
百
五
十
条
の
六
を
削
る
改
正
規
定

並
び
に
附
則
第
八
条
の
規
定
　
平
成
二
十
三
年
一
月

一
日附

　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

四
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴

収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
第
二

条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ

い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
五
年
分
以
前
の
所
得
税
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
一
四
日
政
令
第
一

七
九
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
附
則

第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
目
次
の
改
正
規
定
（
「
第
三
百
十
九
条
の
十
二
」

を
「
第
三
百
十
九
条
の
十
三
」
に
改
め
る
部
分
に
限

る
。
）
、
第
二
百
二
十
二
条
の
二
第
三
項
第
二
号
の
改

正
規
定
、
第
二
百
六
十
二
条
の
改
正
規
定
、
第
三
百

十
六
条
の
二
の
改
正
規
定
、
第
三
百
十
八
条
の
改
正

規
定
、
同
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第

四
編
第
二
章
中
第
三
百
十
九
条
の
十
二
を
第
三
百
十

九
条
の
十
三
と
す
る
改
正
規
定
、
第
三
百
十
九
条
の

十
一
の
改
正
規
定
、
同
条
を
第
三
百
十
九
条
の
十
二

と
す
る
改
正
規
定
及
び
第
三
百
十
九
条
の
十
の
次
に

一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
七
条
第
三

項
、
第
十
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
　
平
成
二
十
八

年
一
月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

六
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴

収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
第
十

条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に

同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
申
請
書
に
つ
い
て
適
用

し
、
同
日
前
に
改
正
前
の
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税

の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す

る
政
令
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
申
請

書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

一
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

一
二
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
目
次
の
改
正
規
定
、
第
一
条
の
改
正
規
定
、
第
五

条
第
六
号
の
改
正
規
定
（
同
号
ハ
に
係
る
部
分
を
除

く
。
）
、
第
十
一
条
の
改
正
規
定
及
び
本
則
に
一
章
を

加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
か
ら
第
十
五

条
ま
で
の
規
定
　
平
成
三
十
年
四
月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一

三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二
　
略

三
　
第
一
条
中
所
得
税
法
施
行
令
の
目
次
の
改
正
規
定

（
「
第
二
百
二
十
一
条
」
を
「
第
二
百
二
十
条
の
二
」

に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
令
第
一
条
第
二
項
の

改
正
規
定
、
同
令
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条

の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
令
第
百
六
十
七
条
の

三
の
改
正
規
定
、
同
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
号

の
改
正
規
定
、
同
令
第
百
六
十
七
条
の
五
の
改
正
規

定
、
同
令
第
二
百
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
令

第
二
編
第
三
章
中
第
二
百
二
十
一
条
の
前
に
一
条
を

加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
二
百
五
十
八
条
の
改
正

規
定
（
同
条
第
三
項
第
一
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

、
同
令
第
二
百
九
十
二
条
の
六
の
次
に
一
条
を
加
え

る
改
正
規
定
、
同
令
第
三
百
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）

の
改
正
規
定
並
び
に
同
令
第
三
百
六
条
の
二
（
見
出

し
を
含
む
。
）
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
、

第
九
条
、
第
十
三
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第

二
十
八
条
及
び
第
二
十
九
条
の
規
定
　
令
和
二
年
一

月
一
日

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
月
三
一
日
政
令
第
二
一

号
）

こ
の
政
令
は
、
道
路
運
送
車
両
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
一

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に

伴
う
経
過
措
置
）

第
十
五
条
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
災
害
被
害

者
に
対
す
る
租
税
の
減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、

施
行
日
以
後
に
生
ず
る
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の

減
免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
に
規
定
す

る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
適
用

し
、
施
行
日
前
に
生
じ
た
当
該
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
二

〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
四

九
号
）

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
三

四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
規
定
　
令
和
七
年
一
月
一
日

イ
　
略

ロ
　
第
二
条
中
災
害
被
害
者
に
対
す
る
租
税
の
減

免
、
徴
収
猶
予
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す

る
政
令
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
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